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主な研究課題 
・インスリン分泌調節機構の解明ならびに糖尿病における膵β細胞不全のメカニズムに関する研
究 
・遺伝子改変動物を用いた糖尿病発症機構及び治療についての研究 
・体内時計による生体機能・代謝調節機構に関する研究 
・Wolfram症候群に関する基礎的，臨床的研究 
・造血幹細胞移植に関する基礎的，臨床的研究 
・造血器悪性腫瘍における細胞内シグナル伝達経路とその異常に関する研究 
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